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付表３ 有明海の潮汐振幅減少の要因に関する状況整理 

要因<1>： 
有明海内の海水面積の減少 

要因<2>： 
平均水位の上昇

要因<3>：外
洋潮汐振幅
の減少 

要因 
 
年 

諫早干拓
による面
積1)

そ の他
干拓に
よる面
積1)

熊 本 港
に よ る
面積2)

大浦の
年平均
潮位3)

口之津
の年平
均潮位
3)

枕崎のM2分
潮振幅4)

（参考）：月
軌道の昇降
点の 18.6 年
周 期 変 動
(係数ｆ) 5)

1971 年(昭 46) － － － － 70.6cm  

1972 年(昭 47) － － － － 70.5cm  

1973 年(昭 48) － － － － 70.7cm  

1974 年(昭 49) － － 390cm 354cm 70.4cm  

1975 年(昭 50) － － 388cm 353cm 70.3cm  

1976 年(昭 51) － － 391cm 355cm 71.6cm  

1977 年(昭 52) － － 388cm 352cm 71.6cm  

1978 年(昭 53) － － 388cm 351cm 71.5cm （極大値）

1979 年(昭 54) － － 386cm 350cm 71.6cm  

1980 年(昭 55) － － 390cm － 71.7cm  

1981 年(昭 56) － － 388cm 351cm 71.8cm  

1982 年(昭 57) － － 389cm 356cm 71.4cm  

1983 年(昭 58) － － 385cm 352cm 71.0cm  

1984 年(昭 59) － 

39km2

※ 昭 和

40 年～

昭和 59

年 ま で

の合計 － 387cm 352cm 70.4cm  

1985 年(昭 60) － － － 385cm 348cm 70.4cm  

1986 年(昭 61) － － 386cm 350cm 70.4cm  

1987 年(昭 62) － － 387cm 352cm 70.9cm 

1988 年(昭 63) － － 390cm 352cm 71.0cm 

0.964 
（極小値）

1989 年(平元) － － 388cm 352cm 70.7cm  

1990 年(平２) － － 392cm 357cm 70.9cm  

1991 年(平３) － － 391cm 352cm 70.7cm  

1992 年(平４) － － 391cm 353cm 71.0cm  

1993 年(平５) － － 392cm 355cm 70.9cm  

1994 年(平６) 潮受堤防
工事に本
格着手 

－ 391cm 353cm 70.8cm  

1995 年(平７) － － 392cm 355cm 70.8cm  

1996 年(平８) － － 390cm 352cm 70.1cm  

1997 年(平９) 35.42km2

※調整池
と干拓地
の合計 

－ 391cm 353cm 70.6cm 1.038 
（極大値）

1998 年(平 10) － － 394cm 355cm 69.8cm  

1999 年(平 11) － － 398cm 359cm 69.7cm  

2000 年(平 12) － － 

1.3km2

※ 熊 本
港は、工
事 中 の
ため、埋
立 計 画
面 積 を
記載 399cm 361cm －  
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